
JP 2010-511783 A5 2010.7.15

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成22年7月15日(2010.7.15)

【公表番号】特表2010-511783(P2010-511783A)
【公表日】平成22年4月15日(2010.4.15)
【年通号数】公開・登録公報2010-015
【出願番号】特願2009-539252(P2009-539252)
【国際特許分類】
   Ｃ２３Ｃ  28/00     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ   4/08     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  15/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２３Ｃ  28/00    　　　Ｂ
   Ｃ２３Ｃ   4/08    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  15/04    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成22年5月26日(2010.5.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材；
　前記基材の上に重ねられた金属ベースボンドコート；及び
　前記金属ベースボンドコートの上に重ねられたセラミックトップコート；
を含有してなる遮熱コーティング（ＴＢＣ）システムであって：
　前記金属ベースボンドコートが、熱調整酸化環境に曝露されたときに非アルミナセラミ
ック酸化物組成物を形成することができるセラミック酸化物前駆物質を含有してなり、
　ここで、前記非アルミナセラミック酸化物組成物の熱伝導係数が、熱調整酸化環境への
曝露後に、０．２～１．２Ｗ／ｍ°Ｋである、
遮熱コーティング（ＴＢＣ）システム。
【請求項２】
　前記非アルミナセラミック酸化物組成物の熱伝導係数が、熱調整酸化環境への曝露後に
、０．４～０．８Ｗ／ｍ°Ｋである、請求項１に記載のＴＢＣシステム。
【請求項３】
　前記セラミック酸化物前駆材料が５～３０重量パーセントのハフニウム又は２～３０重
量パーセントのジルコニウムを含有してなる、請求項１に記載のＴＢＣシステム。
【請求項４】
　前記セラミック酸化物前駆物質が、セリウム、ジスプロシウム、エルビウム、ユウロピ
ウム、ガドリニウム、ホルミウム、ランタン、ルテチウム、ネオジム、プラセオジム、サ
マリウム、テルビウム、ツリウム、イッテルビウム及びイットリウムからなる群より選択
される１つ以上の希土類元素を更に含有してなり、前記１つ以上の希土類元素がハフニウ
ム又はジルコニウムを含む非アルミナセラミック酸化物組成物を形成できる、請求項３に
記載のＴＢＣシステム。
【請求項５】
　前記１つ以上の希土類元素の総重量パーセントが１～２０パーセントである、請求項４
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に記載のＴＢＣシステム。
【請求項６】
　前記１つ以上の希土類元素の総重量パーセントが３パーセント超～２０パーセントであ
る、請求項４に記載のＴＢＣシステム。
【請求項７】
　前記金属ベースボンドコート化学製品が、
　５～３０重量パーセントのハフニウム又は２～２０重量パーセントのジルコニウム；及
び
　セリウム、ジスプロシウム、エルビウム、ユウロピウム、ガドリニウム、ホルミウム、
ランタン、ルテチウム、ネオジム、プラセオジム、サマリウム、テルビウム、ツリウム、
イッテルビウム及びイットリウムからなる群より選択される１つ以上の希土類元素；
を含有してなり、
　ここで、前記１つ以上の希土類元素がジルコニウム又はハフニウムの選択的な酸化物を
含有してなるセラミック酸化物組成物を形成することができる、
請求項１に記載のＴＢＣシステム。
【請求項８】
　前記１つ以上の希土類元素の濃度が、金属ベースボンドコートを構成するＮｉＣｒＡｌ
Ｙ、ＣｏＣｒＡｌＹ又はＣｏＮｉＣｒＡｌＹ組成物の１～２０重量パーセントである、請
求項４に記載のＴＢＣシステム。
【請求項９】
　前記金属ベースボンドコートが、熱調整酸化環境に曝露された時に、８μｍ／ｍ℃を超
える熱膨張係数（ＣＴＥ）を有する非アルミナセラミック酸化物組成物を形成する、請求
項１に記載のＴＢＣシステム。
【請求項１０】
　基材；
　前記基材の上に重ねられた金属ベースボンドコート；及び
　セラミックトップコート；
を含有してなる遮熱コーティング（ＴＢＣ）システムであって：
　前記金属ベースボンドコートが、熱調整酸化環境に曝露されたときに非アルミナ選択的
セラミック酸化物組成物を形成することができるセラミック酸化物前駆物質を含有してな
り、
前記金属ベースボンドコートが、熱調整酸化環境への曝露前に、Ｃｏ、２４～３８重量パ
ーセント；Ｎｉ、２０～３２重量パーセント；Ｃｒ、１１～２０重量パーセント；Ａｌ、
５～８重量パーセント；１つ以上の希土類元素、合計で１～２０重量パーセント；並びに
５～３０重量パーセントのＨｆ及び２～２０重量パーセントのＺｒの少なくとも一方を含
有してなり、
　ここで、前記選択的な酸化物組成物がＨｆ又はＺｒを含有してなる、
遮熱コーティング（ＴＢＣ）システム。
【請求項１１】
　前記非アルミナセラミック酸化物組成物の熱伝導係数が、熱調整酸化環境への曝露後に
０．４～０．８Ｗ／ｍ°Ｋである、請求項１０に記載のＴＢＣシステム。
【請求項１２】
　前記非アルミナセラミック酸化物組成物の熱伝導係数が、熱調整酸化環境への曝露後に
、０．４～０．８Ｗ／ｍ°Ｋである、請求項１０に記載のＴＢＣシステム。
【請求項１３】
　前記金属ベースボンドコートが、熱調整酸化環境への曝露時に、８μｍ／ｍ℃を超える
熱膨張係数（ＣＴＥ）を有する非アルミナセラミック酸化物組成物を形成する、請求項１
０に記載のＴＢＣシステム。
【請求項１４】
　基材；
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　前記基材の上に重ねられた第１の改良ボンドコート；及び
　前記第１の改良ボンドコートの上に重ねられたセラミックトップコート；
を含有してなる遮熱コーティング（ＴＢＣ）システムであって：
　前記第１の改良ボンドコートが、上に重ねられたセラミックトップコートの領域の消失
時にＴＢＣシステムを自己修復するのに有効である、熱調整酸化環境へ曝露されたときに
非アルミナセラミック酸化物組成物を形成することができるセラミック酸化物前駆材料を
含有してなる、
遮熱コーティング（ＴＢＣ）システム。
【請求項１５】
　前記金属ベースボンドコートが、熱調整酸化環境への曝露前に、元素、Ｃｏ、２４～３
８重量パーセント；Ｎｉ、２０～３２重量パーセント；Ｃｒ、１１～２０重量パーセント
；Ａｌ、５～８重量パーセント；１つ以上の希土類元素、合計で１～２０重量パーセント
；並びに５～３０重量パーセントのＨｆ及び２～２０重量パーセントのＺｒの少なくとも
一方を含有してなり、前記元素の粉末が基材への塗布前に、粉末粒子の比較的一様な化学
的性質を得るためにガスアトマイゼーションによって調製される、請求項１４に記載のＴ
ＢＣシステム。
【請求項１６】
　遷移ボンドコートが、前記基材の上に重ねられた従来のボンドコート化学製品のボンド
コート領域から、前記セラミックトップコートに直接隣接する前記第１の改良ボンドコー
トまで移行する勾配を含有してなる、請求項１４に記載のＴＢＣシステム。
【請求項１７】
　前記基材の上に重ねられた従来のボンドコート化学製品の第１ボンドコート層を含有し
てなり、前記第１の改良ボンドコートが前記第１ボンドコート層の上に重ねられている、
請求項１４に記載のＴＢＣシステム。
【請求項１８】
　従来のボンドコート化学製品の前記第１ボンドコート層が、熱調整酸化環境へ曝露され
たときにアルミナ又はクロミア層を形成するのに適した組成物を含有してなる、請求項１
７に記載のＴＢＣシステム。
【請求項１９】
　多重層ボンドコートが、
　前記基材の上に重ねられた従来のボンドコート化学製品の第１ボンドコート層；
　前記第１ボンドコート層の上に重ねられた前記第１の改良ボンドコート；及び
　前記第１の改良ボンドコートの上に重ねられた、従来のボンドコート化学製品の第２ボ
ンドコート層；
を含有してなる、請求項１４に記載のＴＢＣシステム。
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